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青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
六
九
（
五
六
九
）　

は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
民
族
学
考
古
学
研
究
室
の
未
報
告
資
料
の
な
か

に
は
、
未
整
備
の
地
域
・
時
期
の
縄
紋
土
器
型
式
編
年
研
究
に
重

要
な
意
味
を
も
つ
標
本
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
近
年
、
そ
う
し

た
未
報
告
所
蔵
標
本
の
整
理
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
と
く
に
一

九
六
四
年
に
調
査
さ
れ
た
青
森
県
む
つ
市
最
花
貝
塚
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
縄
紋
土
器
の
充
実
し
た
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
二
〇
〇
九
年
に
筆
者
ら
は
、
最
花
貝
塚
遺
跡
の
三
つ

の
地
点
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
の
う
ち
Ａ
地
点
の
出
土
土
器
を
公
表
し

た
（
安
達
・
安
藤
二
〇
〇
九
、
安
達
二
〇
〇
九
）。
Ａ
地
点
出
土

土
器
は
、
技
法
・
形
態
・
装
飾
に
固
有
の
特
徴
が
あ
り
、
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
縄
紋
時
代
中
期
後
葉
の
最
花
Ａ
式

の
模
式
標
本
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
安
達
二

〇
一
三
）。

本
稿
は
、
Ａ
地
点
に
つ
づ
き
、
東
北
地
方
北
部
に
お
け
る
縄
紋

時
代
中
期
│
後
期
土
器
型
式
編
年
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
中
期

最
末
か
ら
後
期
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
Ｂ
地
点
か
ら
出
土
し
た
土
器

標
本
を
公
表
・
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
標
本
の
整
理

を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
Ａ
地
点
出
土
土
器
と
Ｂ
地
点
出
土
土
器

と
は
、
同
じ
遺
跡
か
ら
出
土
し
な
が
ら
も
、
特
徴
に
大
き
な
差
異

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
本
稿

で
は
、
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
土
器
を
提
示
し
た
う
え
で
、

Ａ
地
点
と
Ｂ
地
点
と
の
出
土
標
本
の
比
較
を
軸
と
し
て
、
縄
紋
時

代
中
期
│
後
期
の
東
北
地
方
北
部
に
お
け
る
土
器
型
式
の
〝
系

統
〞
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

縄
紋
土
器
型
式
研
究
の
方
法
は
、
古
く
一
九
三
〇
年
代
に
生
物

系
統
学
を
応
用
し
て
山
内
清
男
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
そ

青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

　
　

─
一
九
六
四
年
調
査
出
土
標
本
の
整
備
と
分
析

─
安　

達　

香　

織



五
七
〇

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

れ
は
、
文
様
帯
を
基
盤
と
す
る
諸
〝
形
質
〞character

の
〝
相

同
性
〞
に
も
と
づ
く
人
工
物
独
自
の
〝
系
統
分
類
〞
と
い
え
る
。

縄
紋
土
器
型
式
研
究
に
お
い
て
〝
系
統
〞
は
、
各
地
域
に
お
け
る

前
代
と
の
対
応
関
係
の
垂
直
方
向
の
連
続
と
、
各
時
期
に
お
け
る

他
地
域
と
の
対
応
関
係
の
水
平
方
向
の
連
続
と
が
絡
み
合
う
、
縦

横
連
鎖
構
造
で
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
型
式
網
」
と
し
て
の
編

年
表
で
あ
る
。
山
内
は
、
土
器
個
体
の
上
位
の
形
態
レ
ベ
ル
を
文

様
帯
に
お
い
た
が
、
そ
う
し
た
文
様
の
構
造
的
・
階
層
的
・
系
統

的
分
析
は
、
縄
紋
土
器
全
体
の
系
統
関
係
の
論
理
的
決
定
を
可
能

に
す
る
。
縄
紋
土
器
全
体
を
動
的
な
構
造
的
関
連
の
も
と
に
あ
る

一
つ
の
弁
証
法
的
な
統
合
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
様
々
な
レ

ベ
ル
か
ら
操
作
的
・
認
識
論
的
に
切
断
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

諸
型
式
が
関
連
し
あ
う
体
系
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。

一　

  

東
北
地
方
北
部
に
お
け
る
縄
紋
時
代
中
期
末
│

後
期
初
頭
の
土
器
型
式
編
年
研
究
史

山
内
清
男
は
、
型
式
の
年
代
的
「
系
列
」
を
、
ま
ず
関
東
地

方
・
東
北
地
方
北
部
・
中
南
部
で
統
合
し
た
（
山
内
一
九
二
八
・

一
九
二
九
・
一
九
三
〇
）。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
階
梯
を
全
国
的
に

敷
衍
し
て
（
山
内
一
九
三
二
・
一
九
三
六
）、
型
式
の
並
行
関
係

を
追
及
し
た
。
後
続
の
研
究
者
も
、
関
東
地
方
の
型
式
序
列
を
一

つ
の
軸
と
し
て
、
そ
れ
と
各
地
の
型
式
と
を
対
比
さ
せ
る
か
た
ち

で
編
年
を
整
備
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
ま
で
に
縄
紋
土
器

の
編
年
体
系
は
大
部
分
で
き
あ
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
が
、

そ
の
一
方
で
、
い
ま
だ
に
編
年
研
究
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
地
域
・

時
期
も
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
中
期
末
か

ら
後
期
初
頭
の
型
式
編
年
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
編
年
を
め
ぐ

る
議
論
が
つ
づ
い
て
い
る
。
近
年
、
関
東
地
方
に
お
け
る
加
曾
利

Ｅ
式
の
研
究
が
進
み
、
後
期
の
初
頭
と
さ
れ
る
称
名
寺
式
最
古
段

階
に
並
行
す
る
「
加
曽
利
Ｅ
5
式
」
が
設
定
さ
れ
、
編
年
に
一
定

の
見
通
し
が
立
っ
て
き
た
が
、
関
東
地
方
の
型
式
序
列
と
の
比
較

検
討
が
難
し
い
東
北
地
方
北
部
の
該
期
の
型
式
序
列
は
、
依
然
検

討
の
余
地
が
大
き
い
（
鈴
木
克
一
九
七
五
・
一
九
九
四
・
一
九
九

八
、
高
橋
一
九
八
八
、
成
田
一
九
八
四
、
柳
澤
二
〇
〇
六
）。
例

え
ば
鈴
木
克
彦
氏
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
「
大
曲
Ⅰ
式
」（
鈴
木
克

一
九
七
五
）
あ
る
い
は
「
大
曲
1
式
」（
鈴
木
克
一
九
九
四
）
は
、

当
初
、
後
期
初
頭
（
鈴
木
克
一
九
七
五
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
後

に
中
期
末
（
鈴
木
克
一
九
九
四
・
一
九
九
八
）
と
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
時
期
、
内
容
に
変
更
が
生
じ
て
い
る
（
註
一
）。

一
方
、
東
北
地
方
中
南
部
に
お
け
る
大
木
10
式
細
分
型
式
を
め

ぐ
っ
て
は
、
現
在
、
す
べ
て
を
中
期
末
と
す
る
意
見
が
多
く
、
隣

（
五
七
〇
）　



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
七
一
（
五
七
一
）　

接
す
る
東
北
地
方
北
部
の
編
年
も
そ
れ
に
則
っ
て
検
討
さ
れ
る
場

合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
関
東
地
方
に
お

け
る
型
式
編
年
の
研
究
成
果
を
重
視
し
、
大
木
10
式
（
新
）
が
、

後
期
初
頭
の
加
曾
利
Ｅ
5
式
、
称
名
寺
式
（
最
古
）
に
並
行
す
る

と
い
う
立
場
を
と
る
。
一
方
、
大
曲
１
式
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
克

彦
氏
が
一
九
九
四
年
に
示
し
た
と
お
り
（
鈴
木
克
一
九
九
四
）、

大
曲
１
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
平
縁
、
縦
位
回
転
縄
紋
地
に
一
本

描
沈
線
で
文
様
を
描
く
土
器
を
標
準
と
す
る
型
式
と
す
る
。
大
曲

１
式
に
は
、
器
体
上
半
に
Ｊ
字
な
ど
の
文
様
が
連
続
し
、
中
央
に

は
上
半
の
文
様
と
入
り
組
む
波
状
文
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
大
木

10
式
（
古
）
の
文
様
モ
チ
ー
フ
が
入
り
込
ん
で
成
立
し
た
、
大
木

10
式
（
古
）
並
行
の
型
式
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
最
近
、
気
候
変
化
に
関
す
る
自
然
科
学
的
デ
ー
タ
の

蓄
積
を
う
け
、
気
候
変
動
と
文
化
変
化
と
の
関
連
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
縄
紋
時
代
中
期
末
│
後
期
初
頭
は
、
寒
冷
化
期
と

一
致
す
る
と
さ
れ
（
安
斎
二
〇
一
二
）、
そ
れ
故
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
遺
物
や
遺
跡
等
の
様
相
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
（
安
斎
監
修

二
一
〇
二
・
二
〇
一
三
、
小
林
監
修
二
〇
一
二
）、
当
該
期
土
器

の
集
成
・
分
析
が
全
国
的
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
東

北
地
方
北
部
に
お
い
て
も
、
北
海
道
南
部
、
東
北
地
方
北
部
・
中

部
の
「
後
期
」
土
器
の
集
成
本
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
（
鈴
木
克
二

〇
〇
一
・
二
〇
一
三
）、
編
年
研
究
に
必
要
な
材
料
が
揃
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、
東
北
地
方
北
部
で
は
、
他
の
時

期
に
比
し
て
当
該
期
の
資
料
は
少
な
く
、
型
式
編
年
研
究
は
十
分

に
進
ん
で
い
な
い
。
生
業
や
居
住
な
ど
人
間
活
動
に
関
わ
る
詳
細

な
議
論
を
進
め
る
た
め
に
も
、
体
系
的
な
型
式
編
年
の
構
築
が
欠

か
せ
な
い
。
こ
こ
で
公
表
す
る
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
土
器

は
、
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二　



最
花
貝
塚
遺
跡
一
九
六
四
年
調
査
に
お
け
る
Ｂ

地
点

（
一
）
最
花
貝
塚
遺
跡
の
発
掘
調
査
史

最
花
貝
塚
遺
跡
は
、
八
幡
一
郎
氏
、
中
島
寿
雄
氏
、
中
島
全
二

氏
に
よ
っ
て
一
九
四
七
年
に
は
じ
め
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
（
安

達
・
安
藤
二
〇
〇
九
）。
一
九
四
八
年
に
も
八
幡
氏
、
江
坂
輝
彌

氏
、
中
島
全
二
氏
に
よ
っ
て
、
再
び
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
竪
穴
、

石
囲
い
炉
、
伸
展
葬
人
骨
、
頭
蓋
骨
、
貝
、
魚
骨
、
獣
骨
、
土
器
、

石
器
、
骨
角
器
が
出
土
し
た
と
い
う
（
江
坂
一
九
五
八
）。
一
九

五
一
年
に
は
、
下
北
総
合
学
術
調
査
の
一
環
と
し
て
鈴
木
尚
氏
・

酒
詰
仲
男
氏
・
埴
原
和
郎
氏
ら
に
よ
り
、「
Ａ
ト
レ
ン
チ
」「
Ｂ
ト

レ
ン
チ
」
の
二
地
点
が
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
少
し
間
を
置
い

た
一
九
六
四
年
に
、
江
坂
輝
彌
氏
・
金
子
浩
昌
氏
・
村
越
潔
氏
ら



五
七
二

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
五
七
二
）　

に
よ
っ
て
、
今
回
報
告
す
る
Ｂ
地
点
を
含
む
、
Ａ
〜
Ｃ
地
点
の
三

つ
の
地
点
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

各
調
査
の
調
査
地
点
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
と
、
一
九
四
七

年
・
一
九
四
八
年
の
調
査
は
、
同
一
地
点
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

一
九
五
一
年
の
「
Ｂ
ト
レ
ン
チ
」
が
、
調
査
に
参
加
し
た
高
校
生

に
よ
る
記
録
か
ら
一
九
四
八
年
調
査
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
佐
々
木
一
九
五
一
）。
ま
た
、
江
坂
氏
に
よ
れ
ば

一
九
六
四
年
Ａ
地
点
も
、
一
九
四
七
年
、
四
八
年
と
同
一
で
あ
る

と
い
う
（
江
坂
一
九
六
九
）。

一
方
、
江
坂
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
年
の
「
Ａ
ト
レ
ン
チ
」

が
、
こ
こ
で
報
告
す
る
一
九
六
四
年
の
Ｂ
地
点
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。「
Ａ
ト
レ
ン
チ
」
は
、「
幅
四
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
約
八
メ
ー
ト

ル
・
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
に
掘
ら
れ
左
端
に
拡
張
部
が
も
う
け
ら
れ

た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
佐
々
木
一
九
五
一
）。
さ
ら
に
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
の
各
部
に
わ
け
ら
れ
、
各
部
か
ら
次
の
よ

う
な
遺
物
が
出
土
し
た
と
い
う
。
Ａ
部
か
ら
は
、「
中
期
の
末
か

ら
後
期
の
初
頭
の
堀
之
内
式
土
器
が
細
長
い
層
と
な
っ
て
多
量
に

出
土
し
」、「『
ア
サ
リ
』
も
多
量
に
」、「『
ハ
マ
グ
リ
』
も
小
量
出

土
し
た
」
と
い
う
。
Ｂ
部
か
ら
は
、「
骨
又
骨
工
具
・
貝
類
が
全

体
を
通
し
て
一
番
多
く
遺
物
が
出
土
し
」、「
土
器
（
堀
之
内
）
が

本
（
筆
者
註
：
小
の
誤
り
か
）
量
で
大
部
分
は
貝
」
で
あ
る
と
い

う
。「
貝
類
」
は
、「
ニ
ホ
ン
シ
ジ
ミ
・
カ
キ
・
サ
ル
ボ
ウ
・
ハ
マ

グ
リ
」
で
あ
り
、「
骨
類
」
は
「
ニ
ホ
ン
シ
カ
（
一
番
多
量
に
出

土
し
た
）・
イ
ノ
シ
シ
・（
ニ
ホ
ン
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
歯
も
多
く

出
土
し
た
）・
イ
ヌ
・
鳥
・
等
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
拡

張
部
」
か
ら
は
「
石
器
と
同
じ
遺
物
が
出
土
し
た
」
と
い
う
。

「
炉
跡
」
も
検
出
さ
れ
た
と
い
う
。
Ｃ
部
か
ら
は
、「『
サ
ル
ボ

ウ
』
が
大
部
分
で
Ａ
Ｂ
部
と
同
じ
く
堀
之
内
式
土
器
が
出
土
」
し
、

「『
ニ
ホ
ン
シ
ジ
ミ
』
と
『
カ
キ
』
が
小
量
出
土
し
た
」
と
い
う
。

「
Ｄ
Ｅ
Ｆ
部
」
か
ら
は
、「
小
量
の
『
ニ
ホ
ン
シ
ジ
ミ
』・『
ア
サ

リ
』・『
ハ
マ
グ
リ
』・
等
と
堀
之
内
式
土
器
も
出
土
及
び
鳥
類
の

骨
・
骨
角
器
・
歯
等
が
出
土
し
た
」
と
い
う
（
佐
々
木
一
九
五

一
）。最

花
貝
塚
遺
跡
は
、
そ
の
後
、
一
九
七
七
、
一
九
七
八
、
一
九

八
一
年
及
び
一
九
八
五
年
に
む
つ
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
も
調

査
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
地
点
は
一
九
六
四
年
Ａ
〜
Ｃ
地
点
か
ら

離
れ
た
「
Ｄ
」
地
点
及
び
「
照
徳
神
社
背
後
」
地
点
で
あ
る
。

な
お
、
一
九
五
一
年
の
調
査
出
土
土
器
は
未
報
告
で
あ
る
た
め
、

本
稿
で
提
示
す
る
標
本
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
唯
一
の
最
花
貝
塚
遺

跡
Ｂ
地
点
出
土
土
器
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
最
花
貝
塚
遺
跡
の
地
理
・
歴
史
的
環
境



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
七
三
（
五
七
三
）　

最
花
貝
塚
遺
跡
は
、
青

森
県
む
つ
市
大
字
田
名
部

字
最
花
に
所
在
す
る
（
第

１
図
）。
下
北
半
島
北
部
、

標
高
二
五
ｍ
前
後
の
斗

南
ヶ
丘
と
呼
ば
れ
る
台
地

の
北
東
部
縁
辺
に
位
置
す

る
。
台
地
東
側
は
、
田
名

部
川
の
支
流
の
青
平
川
を

挟
ん
で
下
北
丘
陵
と
接
し

て
い
る
。
最
終
間
氷
期

（
約
一
二
万
年
前
）
の
下

末
吉
海
進
期
に
、
下
北
丘

陵
の
縁
辺
に
形
成
さ
れ
た

海
成
段
丘
の
う
ち
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
下
北
丘
陵
を

主
水
源
と
し
て
大
湊
湾
へ

注
入
す
る
田
名
部
川
が
、

こ
の
台
地
と
北
部
の
段
丘

と
を
切
り
離
し
て
い
る

（
安
藤
二
〇
〇
九
）。
明
治

第 1図　  最花貝塚遺跡の位置（国土地理院　2006「1:50,000 地形図　近川」・「1:50,000
地形図　むつ」より一部変更）



五
七
四

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
五
七
四
）　

二
八
（
一
八
九
五
）
年
発

行
の
地
図
を
み
て
も
、
青

平
川
と
田
名
部
川
と
に
囲

ま
れ
た
標
高
二
五
ｍ
前
後

の
斗
南
ヶ
丘
東
北
端
上
に

「
田
名
部
最
花
」
の
文
字

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、

以
後
付
近
の
大
き
な
地
形

の
改
変
は
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
（
第
2

図
）。一

方
、
斗
南
ヶ
丘
の
西

側
の
田
名
部
低
地
は
砂
州

地
形
の
「
谷
底
平
野
型

（
浜
提
列
平
野
タ
イ
プ
）」

の
代
表
例
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
（
松
原
二
〇
〇
六
、

一
五
八
頁
）。
海
岸
部
に

は
、
現
在
ま
で
に
幅
一
〜

二
㎞
の
浜
堤
が
、
内
か
ら

順
に
三
列
形
成
さ
れ
て
い

第 2図　  最花貝塚遺跡の位置（大日本帝國陸地測量部 1895「1:20,000 地形図　田名部」・
「1:20,000 地形図　大湊」・「1:20,000 地形図　田屋」より一部変更）



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
七
五
（
五
七
五
）　

る
。
最
初
の
浜
提
は
、
約
四
五
〇
〇
年
前
に
形
成
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
（
松
本
一
九
八
四
）、
縄
紋
時
代
中
│

後
期
の
海
面
の
停
滞
期
な
い
し
は
低
下
期
に
対
応
す
る
。

現
在
の
河
口
よ
り
七
㎞
ほ
ど
遡
っ
た
、
最
花
貝
塚
遺
跡

に
近
い
、
田
名
部
川
の
青
平
川
と
の
合
流
点
付
近
も
、

標
高
三
ｍ
程
度
に
過
ぎ
ず
、
前
期
の
海
面
上
昇
期
に
は

そ
の
付
近
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
安
藤
二
〇
〇
九
）。
後
背
地
の
環
境
は
、
砂
州
の
発
達

に
よ
り
内
湾
か
ら
潟
湖
に
変
化
し
（
松
本
一
九
八
四
）、

浜
提
形
成
と
も
に
汽
水
域
化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る

（
松
島
・
奈
良
一
九
八
八
）。

最
花
貝
塚
遺
跡
は
、
少
な
く
と
も
Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
の

地
点
に
貝
層
が
分
布
し
（
第
3
図
）、
広
い
範
囲
に
竪

穴
住
居
址
な
ど
の
遺
構
が
展
開
す
る
、
縄
紋
時
代
中
期

を
中
心
と
し
た
径
約
二
〇
〇
ｍ
の
範
囲
に
及
ぶ
集
落
遺

跡
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
跡
の
北
半
部
、
Ａ

〜
Ｃ
地
点
一
帯
に
前
期
後
葉
の
円
筒
下
層
ｃ
・
ｄ
式
が

比
較
的
多
く
み
ら
れ
、
中
期
前
葉
の
円
筒
上
層
ａ
式
は
、

Ｄ
地
点
ま
で
分
布
が
拡
が
る
。
と
く
に
Ｃ
地
点
に
円
筒

上
層
・
下
層
式
の
ま
と
ま
っ
た
出
土
が
認
め
ら
れ
る
。

円
筒
上
層
ｂ
式
か
ら
榎
林
式
は
、
分
布
が
限
ら
れ
る
よ

第 3図　最花貝塚遺跡（橘編 1986 より一部変更）



五
七
六

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
五
七
六
）　

う
に
な
る
が
、
中
期
後
葉
の
「
最
花
式
」
は
Ａ
地
点
、
中
期
最
末

の
「
大
曲
１
式
」
は
今
回
報
告
す
る
Ｂ
地
点
に
ま
と
ま
っ
た
出
土

が
認
め
ら
れ
、
後
期
初
頭
の
土
器
は
、
再
び
分
布
が
限
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
各
地
点
の
土
層
の
構
成
や
、
遺
物
包
含

層
、
貝
層
の
時
期
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
と
異

な
り
包
含
層
形
成
時
の
地
形
が
複
雑
で
な
け
れ
ば
、
各
地
点
の
ト

レ
ン
チ
が
、
住
居
址
等
の
遺
構
内
に
入
っ
て
い
る
可
能
性
も
想
定

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
の
報
告
書
に
て
江
坂
氏
に
よ

る
「
Ａ
〜
Ｄ
」
な
ど
の
「
地
点
貝
塚
」
と
し
て
の
呼
称
は
、
一
つ

の
貝
塚
遺
跡
内
の
各
地
点
名
と
し
て
改
称
さ
れ
て
い
る
（
安
藤
二

〇
〇
九
）。

（
三
）
一
九
六
四
年
の
発
掘
調
査
の
概
要

一
九
六
四
年
調
査
出
土
資
料
・
記
録
は
、
慶
應
義
塾
大
学
民
族

学
考
古
学
研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ

た
、
一
九
六
四
年
の
発
掘
調
査
に
関
す
る
記
録
類
は
、
セ
ク
シ
ョ

ン
図
Ａ
地
点
三
枚
、
Ｂ
地
点
・
Ｃ
地
点
各
一
枚
、
日
誌
一
セ
ッ
ト
、

調
査
時
の
三
五
㎜
モ
ノ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
二
本
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム

一
本
で
あ
る
。
調
査
は
、
一
九
六
四
年
十
月
七
日
〜
一
一
日
の
五

日
間
お
こ
な
わ
れ
た
。
Ａ
〜
Ｃ
地
点
の
三
ヶ
所
に
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
、
Ａ
地
点
約
六
㎡
、
Ｂ
地
点
約
一
五
㎡
、
Ｃ
地
点
約
二
㎡
の

計
約
二
三
㎡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（
第
4
図
）。
日
誌
に
は
調
査

の
参
加
者
と
し
て
、
江
坂
輝
彌
氏
の
ほ
か
、
五
十
音
順
に
阿
井
眞

咲
、
井
上
久
、
金
子
浩
昌
、
笹
津
備
洋
、
相
馬
努
、
瀧
沢
幸
長
、

橘
善
光
、
龍
原
武
嗣
、
村
越
潔
、
村
田
明
男
、
吉
田
義
昭
の
各
氏

の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

日
誌
よ
れ
ば
、
そ
の
後
の
「
最
花
式
」
研
究
史
に
か
か
わ
る
村

越
・
橘
両
氏
の
う
ち
、
村
越
氏
は
Ａ
地
点
、
橘
氏
は
Ｂ
地
点
の
発

掘
作
業
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
地
点
の
違
い
が
、
後
年
の

各
氏
の
「
最
花
式
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

る
。
村
越
氏
は
、
Ａ
地
点
の
土
器
を
見
て
い
た
た
め
、
後
に
「
最

花
式
」
の
的
を
射
た
記
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う

（
村
越
一
九
七
四
）。
一
方
で
、
Ｂ
地
点
を
担
当
し
た
橘
氏
は
、
結

果
的
に
Ｂ
地
点
に
多
く
認
め
ら
れ
る
中
期
最
末
の
土
器
を
、
後
に
、

氏
の
「
最
花
式
」
に
含
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
金
子
・
牛

沢
・
橘
・
奈
良
一
九
七
八
、
橘
・
奈
良
一
九
八
〇
、
金
子
・
橘
・

奈
良
一
九
八
三
、
橘
編
一
九
八
六
、
橘
一
九
九
四
）。

日
誌
か
ら
判
明
す
る
Ｂ
地
点
の
調
査
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
長
さ
三
ｍ
、
幅
二
ｍ
の
調
査
区
を
南
北
に
縦
に
二
ヶ
所

設
置
し
（
Ｂ
│
１
│
１
区
、
Ｂ
│
１
│
2
区
）、
さ
ら
に
両
調
査

区
の
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
張
区
を
設
定
（
Ｂ
│
2
│
１
区
、
Ｂ
│

2
│
2
区
）、
掘
削
し
て
い
る
。
表
土
（
黒
色
土
層
）
の
下
に
一



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
七
七
（
五
七
七
）　

五
㎝
程
度
の
深
さ
で
黄
褐
色
土
層
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
下
に
シ
ジ

ミ
を
主
体
と
し
て
、
ア
サ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
か
ら
な
る
貝
層
が

存
在
し
、
そ
の
下
方
地
表
下
六
〇
㎝
の
深
さ
に
焼
土
層
が
一
部
認

め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
貝
層
の
下
に
は
黒
褐
色
土
層
が
あ
り
、

地
表
下
一
ｍ
強
の
深
さ
で
ロ
ー
ム
層
に
達
す
る
。
日
誌
に
は
、
黒

褐
色
土
層
及
び
そ
の
下
か
ら
は
、
土
器
片
の
検
出
量
が
減
っ
た
と

の
記
載
が
あ
る
。

（
四
）
標
本
の
保
管
状
況
と
整
理
作
業
の
方
法

一
九
六
四
年
発
掘
の
最
花
貝
塚
遺
跡
出
土
資
料
は
、
慶
應
義
塾

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
西
校
舎
四
階
の
民
族
学
考
古
学
資
料
室
に
保
管

さ
れ
て
い
た
。
土
偶
と
一
部
の
石
製
品
を
除
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が

木
製
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
総
数
は
六
一
箱
で
あ
っ
た
。
二
〇

〇
三
年
度
に
整
理
作
業
を
開
始
し
た
。
遺
物
の
大
半
は
土
が
つ
い

た
状
態
で
あ
り
、
す
べ
て
の
資
料
を
水
洗
し
た
。

遺
物
は
、
土
器
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
他
に
石
器
、
骨
角
器
、

土
製
品
、
動
物
骨
、
貝
が
含
ま
れ
て
い
た
。
遺
物
に
対
す
る
注
記

は
一
切
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
幸
い
大
半
の
箱
に
は
、
発
掘

調
査
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
地
点
、
グ
リ
ッ
ド
、
層
位
、
日

付
等
の
記
載
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
ラ
ベ
ル
を
も

と
に
整
理
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
Ａ
地
点
出
土
資
料
は
二
五
箱
、

第 4図　Ａ～Ｃ貝塚（地点）の位置（金子 1967 より一部変更）



五
七
八

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
五
七
八
）　

Ｂ
地
点
は
一
八
箱
、
Ｃ
地
点
は
六
箱
、
地
点
不
明
は
一
二
箱
で

あ
っ
た
。
な
お
、
地
点
不
明
の
箱
に
は
、
地
点
の
異
な
る
ラ
ベ
ル

が
二
枚
混
入
し
て
い
る
も
の
、
ラ
ベ
ル
の
含
ま
れ
な
い
箱
、
ラ
ベ

ル
の
地
点
表
記
が
不
明
確
な
も
の
の
三
通
り
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
地
点
の
資
料
を
、
箱
ご
と
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
テ

ナ
に
移
し
替
え
、
一
点
一
点
注
記
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
作
業
と

並
行
し
て
土
器
の
観
察
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
地
点
ご
と
に
主
体
と

な
る
土
器
の
時
期
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
Ａ
地
点
は

所
謂
「
最
花
式
」
土
器
、
Ｂ
地
点
は
大
木
10
式
並
行
期
〜
後
期
初

頭
と
思
わ
れ
る
土
器
群
、
Ｃ
地
点
は
円
筒
下
層
式
（
ｄ
１
、
ｄ

2
）
土
器
、
円
筒
上
層
式
（
ａ
）
土
器
が
中
心
で
あ
っ
た
。

三　

  

Ｂ
地
点
出
土
土
器
の
記
載
と
分
析
・
同
定

Ｂ
地
点
出
土
土
器
は
、
円
筒
上
層
式
土
器
、
わ
ず
か
な
最
花
Ａ

式
土
器
、
及
び
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の
土
器
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
円
筒
上
層
式
土
器
を
除
い
た
う
え
で
、

口
縁
部
破
片
を
中
心
に
報
告
す
る
（
第
5
〜
9
図
、
表
1
）。
口

径
の
判
明
す
る
口
縁
部
破
片
す
べ
て
の
他
、
文
様
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
把
握
で
き
る
よ
う
に
選
定
し
た
口
縁
部
を
中
心
と
す
る
破
片
を

掲
載
し
た
。

1
〜
29
は
文
様
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

1
〜
14
は
口
縁
部
に
突
起
を
も
つ
土
器
で
あ
る
。

1
に
は
、
明
確
な
Ⅰ
文
様
帯
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
突
起

部
と
そ
こ
に
加
え
ら
れ
た
刺
突
と
が
認
め
ら
れ
る
。
胴
部
に
沈
線

文
と
貼
付
文
の
加
え
ら
れ
た
Ⅱ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
二
単
位

の
、
わ
ず
か
に
隆
起
す
る
突
起
部
に
は
円
形
刺
突
文
が
複
数
加
え

ら
れ
て
い
る
。
胴
部
に
は
右
下
に
流
れ
る
逆
Ｕ
字
状
の
沈
線
文
が

加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
端
部
に
沿
っ
て
扁
平
な
貼
付
文
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
縄
紋
は
器
体
の
上
半
部
に
の
み
加
え
ら
れ
て
お

り
、
逆
Ｕ
字
状
の
沈
線
文
の
内
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
現
状

で
は
下
北
半
島
に
お
け
る
未
命
名
の
型
式
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
磨
り
消
し
縄
紋
（
充
填
縄
紋
）
の
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
最
花
Ａ
式
よ
り
後
の
型
式
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
大
木
10
（
新
）
式
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
的
な
貼
付

文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
木
10
（
新
）
式
並
行
と
評
価
で
き

る
。
貼
付
文
に
よ
っ
て
、
縄
紋
部
と
無
紋
部
と
の
境
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
11
の
口
縁
突
起
部
に
も
、
類
似
の
ノ
字
状
の
扁
平
な
貼

付
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

2
〜
6
、
7
、
8
、
14
は
双
頭
状
の
突
起
が
特
徴
的
な
土
器
で

あ
る
。
双
頭
状
の
突
起
は
、
立
体
的
で
口
唇
部
に
く
ぼ
み
を
も
つ

も
の
と
（
2
〜
6
、
7
）、
平
坦
な
も
の
（
8
、
14
）
と
に
分
け

ら
れ
る
。
2
〜
6
、
7
に
つ
い
て
は
、
口
縁
部
の
凹
状
文
を
も
っ
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五
八
三
（
五
八
三
）　

て
痕
跡
的
な
Ⅰ
文

様
帯
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ⅰ
文
様
帯
の
直
下
、

胴
部
に
沈
線
文
様

の
加
え
ら
れ
た
Ⅱ

文
様
帯
が
認
め
ら

れ
る
。
2
〜
6
は

同
一
個
体
で
あ
り
、

磨
り
消
し
縄
紋
手

法
に
よ
る
文
様
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

縄
紋
部
と
無
紋
部

と
を
区
画
す
る
沈

線
に
沿
っ
て
、
縄

紋
部
側
に
円
形
刺

突
文
列
が
加
え
ら

れ
て
お
り
、
縄
紋

の
な
い
部
分
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

7
の
口
縁
の
突
起

部
に
は
円
形
刺
突
文
列
に
よ
り
三
角
状
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

8
、
14
に
は
、
明
確
な
Ⅰ
文
様
帯
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
突
起

部
の
装
飾
（
双
頭
状
突
起
あ
る
い
は
そ
こ
に
加
え
ら
れ
た
刺
突
）

が
認
め
ら
れ
る
。
胴
部
に
は
、
沈
線
文
様
の
加
え
ら
れ
た
Ⅱ
文
様

帯
が
認
め
ら
れ
る
。
8
の
口
縁
突
起
直
下
に
は
小
円
形
刺
突
文
が

縦
位
方
向
に
三
か
所
加
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
痕
跡
的
な
Ⅰ
文

様
帯
と
そ
の
直
下
の
Ⅱ
文
様
帯
と
の
存
在
、
及
び
文
様
モ
チ
ー
フ

に
大
木
10
（
新
）
式
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
2
〜

6
、
7
、
8
、
14
も
下
北
半
島
に
お
け
る
大
木
10
（
新
）
式
並
行

の
未
命
名
型
式
と
考
え
て
お
く
。

15
、
16
、
17
〜
20
、
21
、
22
・
23
に
は
、
文
様
の
全
体
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
Ⅰ
文
様
帯
、
及
び
そ
の
直
下
の

Ⅱ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
口
縁
部
が
外
反
し
て
お
り
、

と
く
に
15
は
口
縁
部
直
下
の
横
位
沈
線
文
部
分
で
や
や
強
く
屈
曲

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
14
と
同
様
の
文
様
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
や
は
り
、
下
北
半
島
に
お
け
る
大
木
10
（
新
）
式
並

行
の
未
命
名
型
式
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

10
、
11
に
は
、
口
縁
の
段
部
に
沈
線
文
や
貼
り
付
け
文
が
加
え

ら
れ
て
お
り
、
Ⅰ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
直
下
に
沈
線
文

様
の
加
え
ら
れ
た
Ⅱ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
段
部
に
刺
突
文
列

（
10
）
や
曲
線
を
描
く
扁
平
な
貼
付
文
（
11
）
が
加
え
ら
れ
て
い

第 9図　最花貝塚遺跡Ｂ地点出土土器　5
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表
1　
最
花
貝
塚
遺
跡

B
地
点
出
土
土
器
観
察
表

図
№
出
土
地
点

地
区

層
位

器
種
・

部
位

口
径

〔
底
径
〕

器
高

（
残
存
高
）

外
面

内
面

胎
土

外
面
色
調

内
面
色
調

備
考

1
1

B-2-1
深
鉢
形
・

口
縁

20.0
（
32）

L
横
・
縦
、
沈
線
、
貼

り
付
け

口
縁
横
位
ナ
デ
、
胴

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）、
黒
褐

（
7.5Y

R3/1）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R6/3）、
褐
灰

（
10Y

R4/1）
突
起
2
単
位

1
2

B-2-2/
B-2-1/
B-2-2/C

-30～
-55
㎝

/
─

/-30
㎝

/
第
2
貝
層

深
鉢
形
・

口
縁

34.0
（
15.3）

口
縁

LR
横
、
下
部
斜

～
縦
、
沈
線
、
刺
突
、

磨
り
消
し

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
白

（
7.5Y

R8/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
器
面
や
や
粗
い
、
3～

6
と
同
一
個
体

1
3

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
LR
斜
～
縦
、
沈
線
、

刺
突
、
磨
り
消
し

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
白

（
7.5Y

R8/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
器
面
や
や
粗
い
、
2・

4～
6
と
同
一
個
体

1
4

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
LR
斜
～
縦
、
沈
線
、

刺
突
、
磨
り
消
し

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
白

（
7.5Y

R8/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
器
面
や
や
粗
い
、
2・

3・
5・
6
と
同
一
個

体

1
5

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
LR
斜
～
縦
、
沈
線
、

刺
突
、
磨
り
消
し

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
白

（
7.5Y

R8/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
器
面
や
や
粗
い
、
2～

4・
6
と
同
一
個
体

1
6

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
LR
斜
～
縦
、
沈
線
、

刺
突
、
磨
り
消
し

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
白

（
7.5Y

R8/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
器
面
や
や
粗
い
、
2～

5
と
同
一
個
体

1
7

B-1-1
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
、
沈
線
、
刺
突
口
縁
に
沿
っ
た
ナ
デ
、

下
部
縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

灰
黄
褐

（
10Y

R6/2）
灰
黄
褐

（
10Y

R6/2）

1
8

深
鉢
形
・

口
縁

沈
線
、
縦
位
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
→
刺
突
・
短

沈
線

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）
9
と
同
一
個
体

1
9

深
鉢
形
・

胴
沈
線
→

LR
縦
→
磨
り

消
し
→
縦
位
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
→
短
沈
線

横
位
、
縦
位
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）、
灰
（

N
5/）

橙（7.5Y
R7/6）、

灰
（

N
6/）

8
と
同
一
個
体

1
10

B-1-1
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

口
縁
短
沈
線
、
胴
下

書
き
沈
線
（
1
㎜
）
→

撚
糸

L
縦
→
刺
突
→

沈
線
（
3
㎜
）

斜
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
褐
灰

（
10Y

R4/1）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R6/4）

1
11

B-1-1
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、

貼
り
付
け
、
短
沈
線

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、

斜
位
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）
に
ぶ
い
褐

（
7.5Y

R5/3）
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五
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1
12

B-1-2
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

LR
縦
→
円
形
貼
り
付

け
→
刺
突

斜
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）、
褐
灰

（
10Y

R4/1）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）

1
13

B-1-2
北

東
隅

深
鉢
形
・

口
縁

LR
斜
、
口
唇
短
沈
線
横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
2

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）、
褐
灰

（
10Y

R5/1）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）、
褐
灰

（
10Y

R5/1）

短
沈
線
（
左
3、
右

2）

1
14

B-1-1
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

沈
線
、
撚
糸

L
？
縦

磨
り
消
し
、
口
縁
横

位
ナ
デ
、
波
頂
下
縦

位
ナ
デ

横
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
含
む

（
1.5
㎜
）、
粗
砂
多
含
、

細
砂
多
含

浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）

2
15

B-1-1
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

LR
縦
→
沈
線
→
磨
り

消
し

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
多
含
、
細
砂
多
含
橙（5Y

R7/6）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）

2
16

B-1-2
北

東
隅

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
沈
線
、
口
縁

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

細
砂
多
含

黒
褐

（
10Y

R3/1）
褐
灰

（
10Y

R4/1）
焼
成
良
好

2
17

B-1-2
-40～

-55
㎝
深
鉢
形
・

底
〔
6.0〕

（
6.0）

RL
横
→
沈
線
→
磨
り

消
し

胴
縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ

キ
良
好
、
胴
部
下
端

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）
18～
20
と
同
一
個
体

2
18

B-1-1
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
沈
線
→
磨
り

消
し

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）
17・
19・
20
と
同
一

個
体

2
19

B-1-2
-40～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
RL
横
→
沈
線
→
磨
り

消
し

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）
17・
18・
20
と
同
一

個
体

2
20

B-1-2
-40～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
RL
横
→
沈
線
→
磨
り

消
し

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）
17～
19
と
同
一
個
体

2
21

B-2-1
深
鉢
形
・

口
縁

沈
線
、
撚
糸

L
縦
磨

り
消
し
、
口
縁
横
位

ナ
デ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
横
位
ナ
デ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）
橙（7.5Y

R7/6）

2
22

B-2-1
深
鉢
形
・

口
縁

沈
線
、
撚
糸

L
縦
磨

り
消
し
、
横
位
ナ
デ

横
位
ナ
デ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
灰
白

（
10Y

R8/2）、
灰
（

N
5/）

浅
黄
橙

（
10Y

R8/3）
23
と
同
一
個
体

2
23

C
第
2
貝
層

深
鉢
形
・

胴
沈
線
、
撚
糸

L
縦
位

磨
り
消
し
、
文
様
に

沿
っ
た
ナ
デ

縦
位
ナ
デ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/4）
橙（7.5Y

R7/6）
22
と
同
一
個
体



五
八
六
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四
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文
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分
冊
）

（
五
八
六
）　

2
24

B-2-2/
B-2-2/
B-2-1

-30～
-55
㎝

/-30
㎝

/
─
深
鉢
形
・

胴
（
14.7）

RL
横
→
沈
線

縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/6）
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）、
灰
（

N
4/）

25～
28
と
同
一
個
体

2
25

B-2-2
-30
㎝

/
表

土
～

-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横

縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

橙（7.5Y
R7/6）

浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/4）
24・
26～
28
と
同
一

個
体

2
26

B-2-1
深
鉢
形
・

口
縁

RL
横

縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/4）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/4）
24・

25・
27・

28
と

同
一
個
体

2
27

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
沈
線

縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

橙（7.5Y
R7/6）

浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/6）、
灰
（

N
4/）

24～
26・
28
と
同
一

個
体

2
28

B-2-2
-30
㎝

/
表

土
～

-30
㎝

/-30～
-50

㎝

深
鉢
形
・

胴
（
12.0）

RL
横

縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/6）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
24～
27
と
同
一
個
体

2
29

B-2-1
深
鉢
形
・

口
縁

18.0
（
5.1）

LR
横
→
沈
線

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
黄
橙

（
10Y

R8/6）

2
30

B-1-2
北

/B-2-2
─

/-30～
-55
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

沈
線
、

RL
横
磨
り
消

し
口
縁
横
位
ナ
デ
、

把
手
縦
位
ナ
デ

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）
橙（7.5Y

R7/6）
31～
33
と
同
一
個
体

2
31

B-2-2
-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

横
位
ナ
デ

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）
橙（7.5Y

R7/6）
30・
32・
33
と
同
一

個
体

2
32

B-1-2
北

深
鉢
形
・

胴
横
位
ナ
デ
、
沈
線
、

RL
横
磨
り
消
し

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）
30・
31・
33
と
同
一

個
体

2
33

B-1-2
北

深
鉢
形
・

胴
横
位
ナ
デ
、
沈
線
、

RL
横
磨
り
消
し

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）
30～
32
と
同
一
個
体

2
34

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
横
位
ナ
デ

縦
位
ナ
デ

礫
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）
灰
黄
褐

（
10Y

R6/2）

2
35

B-1-1
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

貼
り
付
け
、
横
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
（
一
部
斜
位
ナ

デ
）、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

細
砂
多
含

浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
橙（7.5Y

R7/6）

2
36

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
貼
り
付
け
→
撚
糸

L
縦
（

/RL
斜
？
）、
横

位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R7/6）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
八
七
（
五
八
七
）　

2
37

B-1-1
表
土

深
鉢
形
・

胴
不
明

不
明

細
砂
多
含

橙（7.5Y
R7/6）

浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）、
褐
灰

（
10Y

R5/1）
焼
成
不
良

2
38

B-1-2
北

深
鉢
形
・

胴
横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、

把
手
中
心
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
焼
成
不
良

2
39

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

胴
横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、

把
手
中
心
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

横
（
？
）
位
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）
褐
灰

（
10Y

R5/1）
焼
成
不
良

2
40

B-1-1
-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、

下
半
縄
紋
？

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

橙（7.5Y
R6/6）

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）

2
41

B-1-2
-20～

-40
㎝
深
鉢
形
・

胴
沈
線
→

LR
縦
→
磨
り

消
し
、
斜
位
、
縦
位

ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）
灰
褐

（
7. 5Y

R6/2）
42
と
同
一
個
体

2
42

B-1-1
北

東
隅

深
鉢
形
・

胴
沈
線
→

LR
縦
→
磨
り

消
し
、
斜
位
、
縦
位

ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/5）
橙（7.5Y

R7/6）
41
と
同
一
個
体

2
43

B-1-2
北

東
隅

深
鉢
形
・

胴
貼
り
付
け
・
沈
線

→
LR
縦
→
貼
り
付
け

上
LR
横

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
2

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R6/3）
褐
灰

（
10Y

R5/1）
沈
線
右
上
が
り

2
44

第
1
貝
層

深
鉢
形
・

胴
RL
縦
？
→
段
→
沈
線
縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

良
好

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R6/6）
に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y

R5/4）

2
45

深
鉢
形
・

胴
貼
り
付
け
→

RL
横
？
、

沈
線

不
明

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（7.5Y

R6/6）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/4）

上
か
ら
1・
3
本
目
沈

線
は
貼
り
付
け
後
、

2・
4（
？
）
本
目
は
前
、

焼
成
不
良

2
46

B-1-2
北

東
隅

深
鉢
形
・

胴
沈
線
→

LR
縦
→
磨
り

消
し

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）
褐
灰

（
10Y

R4/1）

2
47

B-2-2/
B-2-2

-30
㎝

/-30
～

-55
㎝

深
鉢
形
・

胴
RL
斜
→
沈
線
→
磨
り

け
し

縦
位
、
斜
位
ナ
デ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（5Y

R6/6）、
暗
灰
（

N
3/）

黒
（

N
2/）、

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）

3
48

深
鉢
形
・

口
縁

36.0
（
26.4）

口
縁
段
→

RL
横

口
縁
横
位
ナ
デ
、
下

部
縦
位
ミ
ガ
キ
下
部

縦
？
位
ナ
デ
・
ミ
ガ

キ
粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
褐（7.5Y

R4/3）
灰
褐

（
7.5Y

R4/2）



五
八
八
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第
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四
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文
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冊
）

（
五
八
八
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3
49

B-1-1
-30～

-70
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

RL
斜
→
段

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ
、
一
部

斜
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
褐

（
7.5Y

R6/3）
橙（7.5Y

R6/6）
口
縁
部
横
位
ミ
ガ
キ

3
50

B-1-1
-30～

-70
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）
橙（7.5Y

R6/6）

3
51

B-1-2 北
東
隅

深
鉢
形
・

口
縁

18.0
（
16.2）

RL
横
→
段
→

RL
横

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）
灰
褐

（
7.5Y

R6/2）

3
52

B-1-2 北
東
隅

深
鉢
形
・

口
縁

28.0
（
11.1）

RL
斜
～
横

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
多
含
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
黄
褐

（
10Y

R5/3）
橙（7.5Y

R7/8）

3
53

B-1-1
-30～

-70
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

20.0
（
16.1）

RL
斜

口
縁
縦
位
、
横
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ
、
下
部

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
黄
褐

（
10Y

R5/4）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/3）

3
54

B-1-1/
A

-2-1/
A

-2-1
-30
㎝

/
貝

層
下

/
最
下
深
鉢
形
・

口
縁

18.0
？

（
5.6）

RL
斜

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ
良
好
、

下
部
縦
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
良
好

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
黄
褐

（
10Y

R7/3）、
黒
褐

（
10Y

R3/2）

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）、
褐
灰

（
10Y

R5/1）

3
55

B-1-2 北
深
鉢
形
・

口
縁

14.0
（
11.8）

LR
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
橙

（
5Y

R6/3）
褐
灰

（
5Y

R4/1）

3
56

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

口
縁
～
底

10.2
〔
4.6〕

20.0
L
縦

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
多
含
、

細
砂
多
含

橙（7.5Y
R7/6）

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/3）

3
57

深
鉢
形
・

口
縁

LR
横

縦
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
含
む
、
細
砂
多
含
橙（5Y

R6/6）、
黒
褐

（
5Y

R3/1）

黄
橙

（
10Y

R7/3）

3
58

B-2-2
-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

LR
横

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

褐
灰

（
10Y

R4/1）
灰
黄
褐

（
10Y

R6/2）

3
59

B-2-2 
表
土
～

-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

浅
黄
橙

（
10Y

R8/4）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R6/4）



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
八
九
（
五
八
九
）　

3
60

B-1-1
-20～

-30
㎝

/
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

22.0
（
6.4）

RL
縦

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
黄
褐

（
10Y

R6/2）
に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R7/4）

4
61

B-1-1
東

壁
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁
～
底

26.0
〔
9.6〕

44.8
LR
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ
、
胴
部

下
端
横
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

2㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

に
ぶ
い
黄
橙

（
10Y

R6/4）、
一
部
黒
褐

（
10Y

R3/1）

橙
（
5Y

R7/6）、
灰
（

N
5/）

4
62

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

24.0
（
12.8）

撚
糸

L
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
橙（7.5Y

R6/6）

4
63

B-2-2
-30～

-55
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

28.0
？

（
7.3）

撚
糸

R
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/3）
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）

4
64

B-1-1
-20～

-30
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

22.0
？

（
6.6）

撚
糸

R
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
、
下
部
縦
位
ナ

デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）
黒
褐
色

（
7.5Y

R3/1）

4
65

B-1-2
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

口
縁
撚
糸

R
横
、
下

部
撚
糸

R
縦

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
良
好
、
下
部
縦

位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
良

好

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）、
灰
（

N
4/）

に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R6/4）

4
66

B-1-1
-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
段
・
沈
線
・

刺
突

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

骨
針
状
物
質
（
～
1

㎜
）
含
む
、
粗
砂
含
む
、

細
砂
多
含

褐
灰

（
10Y

R4/1）
灰
黄
褐

（
10Y

R4/2）
口
縁
部
横
位
ミ
ガ
キ

4
67

B-1-2
北

東
隅

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
段
・
沈
線

横
位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

細
砂
多
含

黒
褐

（
10Y

R3/1）
褐
灰

（
10Y

R4/1）
口
縁
部
横
位
ミ
ガ
キ
、

焼
成
良
好

4
68

B-1-1
-30
㎝

深
鉢
形
・

口
縁

RL
横
→
段
→
沈
線

口
縁
横
位
ナ
デ
・
ミ

ガ
キ
良
好
、
下
部
縦

位
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
良

好
細
砂
多
含

黒
褐

（
7.5Y

R3/1）
に
ぶ
い
赤
褐

（
5Y

R5/3）
口
縁
部
横
位
ミ
ガ
キ
、

焼
成
良
好

4
69

B-2-2/A
東
南
隅

/
B-1/
B-1-2

北
東
隅

/
B-1-2

北
/
─

-30～
-55
㎝

/
暗
褐
色
包

含
最
下

/-30
㎝

/
─

/
─

/
─

深
鉢
形
・

口
縁

28.0
（
21.9）

口
縁

LR（
lll）
横
、

胴
部

LR（
lll）
縦
→

隆
帯
貼
り
付
け
→
隆

帯
上

LR（
lll）

口
縁
横
位
ナ
デ
、
下

部
縦
位
ミ
ガ
キ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
褐

（
7.5Y

R5/2）
に
ぶ
い
褐

（
7.5Y

R6/3）

4
70

B-1-2
表
土

深
鉢
形
・

口
縁

右
手
（
親
指
？
右
上

向
き
）
爪
背
左
上
向

き
縦
位
ナ
デ

骨
針
状
物
質
含
む
（
～

1㎜
）、
粗
砂
含
む
、
細

砂
多
含

灰
白

（
10Y

R8/2）
浅
黄
橙

（
10Y

R8/3）



五
九
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（
五
九
〇
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る
。
こ
れ
ら
は
、
東
北
地
方
北
部
に
お
け
る
大
木
10
（
新
）
式
に

比
定
で
き
る
。

12
の
突
起
部
に
は
円
形
貼
付
文
、
13
の
口
唇
部
に
は
短
沈
線
文

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
胴
部
は
縄
紋
の
み
で
、
Ⅱ
文
様
帯
は
存
在

し
な
い
。
明
確
で
は
な
い
も
の
の
Ⅰ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
も
下
北
半
島
に
お
け
る
大
木
10
（
新
）
式
並
行
の

未
命
名
型
式
を
構
成
す
る
土
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

24
〜
28
、
29
は
Ⅱ
文
様
帯
の
み
で
構
成
さ
れ
る
土
器
で
あ
る
。

24
〜
28
は
、
同
一
個
体
で
あ
り
、
大
木
10
式
（
古
）
の
文
様
モ

チ
ー
フ
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
は
採
用
さ

れ
て
い
な
い
。
大
曲
１
式
で
あ
る
。
大
曲
１
式
は
、
最
花
Ａ
式
に

後
続
す
る
型
式
の
一
つ
で
あ
る
が
、
文
様
帯
の
構
造
、
文
様
の
構

造
、
文
様
要
素
は
い
ず
れ
も
最
花
Ａ
式
の
系
統
で
は
な
い
。
29
の

胴
部
に
は
、
一
条
描
き
で
円
形
文
と
そ
の
直
下
の
逆
Ｕ
字
状
文
と

か
ら
な
る
沈
線
文
様
と
二
条
の
縦
位
沈
線
文
様
と
が
間
隔
を
あ
け

て
並
列
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
最
花
Ａ
式
の
文
様

モ
チ
ー
フ
か
ら
継
続
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
木

10
式
（
古
）
及
び
大
曲
１
式
に
並
行
す
る
、
最
花
Ａ
式
に
つ
づ
く

4
71

B-1-2
-20～

-40
㎝
深
鉢
形
・

口
縁

人
指
指
？
上
向
き
、

爪
背
器
面
側
、
下
か

ら
上
に
押
し
込
み

横
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
に
ぶ
い
褐

（
7.5Y

R6/3）
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/3）
爪
痕
良
好

4
72

B-1-2
北

深
鉢
形
・

胴
右
手
指
下
向
き
、
爪

背
左
上
か
ら
右
上
へ

押
し
込
み

縦
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/6）
橙（7.5Y

R7/6）
爪
痕
良
好
、
73
と
同

一
個
体

4
73

B-1-2
表
土

深
鉢
形
・

胴
下
端

右
手
指
下
向
き
、
爪

背
左
上
か
ら
右
上
へ

押
し
込
み

縦
位
ナ
デ
、
下
方
横

位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
7.5Y

R8/6）
橙（7.5Y

R7/6）
爪
痕
良
好
、
72
と
同

一
個
体

4
74

B-1-2
-40～

-50
㎝
深
鉢
形
・

胴

人
差
し
指
上
向
き
、

指
腹
押
圧
→
両
側
を

親
指
・
人
差
し
指
上

向
き
で
つ
ま
み
？

縦
位
ミ
ガ
キ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
灰
褐

（
7.5Y

R4/2）
褐
灰

（
7.5Y

R4/1）

4
75

B-1-2
表
土

深
鉢
形
・

胴
右
手
指
上
向
き
、
爪

背
左
上
か
ら
押
圧

縦
位
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
明
褐
灰

（
7.5Y

R7/1）
に
ぶ
い
橙

（
7.5Y

R7/4）
爪
痕
良
好

4
76

B-1-2
北

深
鉢
形
・

胴
指
右
か
ら
左
？

左
下
が
り
ナ
デ

粗
砂
多
含
、
細
砂
多
含
浅
黄
橙

（
10Y

R8/3）
灰
白

（
10Y

R8/2）
爪
痕
あ
り

注
）
胎
土
：「
僅
か
に
含
む
」（
1％
未
満
）　「
含
む
」（
1％
以
上
5％
未
満
）　「
多
含
」（
5％
以
上
）

　
　
　
　

 ：「
礫
」（
＞
2
㎜
）　「
粗
砂
」（
2
㎜
～
0.2
㎜
）　「
細
砂
」（
0.2
㎜
～
0.02
㎜
）



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
九
一
（
五
九
一
）　

未
命
名
型
式
と
考
え
て
お
く
。

30
〜
39
は
無
紋
口
縁
部
と
胴
部
と
の
間
に
一
つ
あ
る
い
は
二
重

の
段
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
縦
位
の
橋
状

把
手
は
段
部
に
連
結
し
て
い
る
（
30
、
38
）。
文
様
が
加
え
ら
れ

る
場
合
は
、
段
部
よ
り
下
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
大
木
10
式

（
新
）
の
文
様
モ
チ
ー
フ
、
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
の
影
響
が
み
ら

れ
る
文
様
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
大
木
10
式
（
新
）
に
並
行
す
る
未

命
名
型
式
を
構
成
す
る
器
種
の
一
つ
と
考
え
た
い
。

40
は
、
胴
中
央
部
が
屈
曲
し
最
大
径
と
な
る
器
形
の
、
深
鉢
形

土
器
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
最
花
Ａ
式
Ⅱ
類
土
器
で
あ
る
。

41
〜
47
は
文
様
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
の
胴
部
破
片
。
い
ず
れ
も

文
様
の
全
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
41
・
42
、
43
、
44
、
45
に
は
、
隆
帯
に
よ
る
文
様
が

認
め
ら
れ
る
。
隆
帯
上
に
は
、
縄
紋
や
、
指
に
よ
る
刺
突
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
46
、
47
は
、
先
述
の
、
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
に
伴

う
沈
線
文
様
の
屈
曲
部
に
扁
平
な
貼
付
文
が
加
え
ら
れ
た
土
器
で

あ
る
。
文
様
モ
チ
ー
フ
及
び
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
は
大
木
10
式

（
新
）
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
木
10
式
（
新
）
並

行
の
未
命
名
の
型
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

48
〜
51
は
口
縁
部
に
緩
い
段
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
。
胴
部
に
縄

紋
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
文
様
は
認
め
ら
れ
な
い
。
51
は
Ｒ
Ｌ
の

縄
紋
原
体
を
横
位
に
回
転
し
た
後
に
、
段
を
加
え
、
さ
ら
に
段
部

に
Ｒ
Ｌ
縄
紋
原
体
を
横
位
に
回
転
し
て
い
る
。
縄
紋
原
体
の
横
位

回
転
や
、
縄
紋
と
段
と
の
加
飾
順
か
ら
、
最
花
Ａ
式
Ⅰ
Ｂ
類
に
比

定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
49
は
斜
位
回
転
で
あ
る
点
を
除
け
ば
、

縄
紋
と
段
と
の
加
飾
順
か
ら
、
同
様
に
最
花
Ａ
式
Ⅰ
Ｂ
類
に
比
定

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
48
は
、
口
縁
部
に
段
を
作
出
後
に
、
縄

紋
を
加
え
て
い
る
こ
と
や
、
段
部
を
形
成
す
る
粘
土
紐
の
下
端
が

比
較
的
よ
く
撫
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
花
Ａ
式
で
は
な
く
、

最
花
Ａ
式
に
つ
づ
く
、
大
木
10
式
（
古
）
並
行
の
未
命
名
型
式
を

構
成
す
る
も
の
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

52
〜
65
は
縄
紋
の
み
で
文
様
を
も
た
い
な
い
深
鉢
形
土
器
。
撚

糸
文
を
も
つ
土
器
（
62
〜
65
）
は
、
原
体
を
縦
位
（
65
の
み
胴
部

縦
位
・
口
縁
部
横
位
回
転
）
に
回
転
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
最
花
Ａ
式
で
は
な
く
、
大
木
10
式
（
新
）
あ
る
い
は
（
古
）

並
行
の
未
命
名
型
式
を
構
成
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の

他
、
縄
紋
を
も
つ
土
器
は
、
最
花
Ａ
式
の
特
徴
的
で
あ
る
原
体
の

横
位
回
転
で
は
な
く
、
縦
位
（
55
、
56
、
60
、
61
）
や
斜
位
（
52
、

53
、
54
）
が
認
め
ら
れ
る
他
、
器
形
も
、
最
花
Ａ
式
よ
り
口
縁
部

径
に
対
す
る
器
高
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
（
61
）。
こ
れ
も
大
木

10
式
（
新
）
あ
る
い
は
（
古
）
並
行
の
未
命
名
型
式
を
構
成
す
る

も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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66
〜
68
は
、
口
縁
部
に
段
、
胴
部
に
縄
紋
、
沈
線
文
を
も
つ
。

縄
紋
に
段
部
が
被
さ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
縄
紋
原
体
の
横
位
回

転
押
捺
の
後
に
、
口
縁
部
に
段
を
作
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

68
は
、
段
部
に
沈
線
文
が
被
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
最
花
Ａ
式
Ⅰ

Ａ
類
に
比
定
で
き
る
。

69
は
口
縁
部
と
胴
部
中
央
付
近
に
縄
紋
の
加
え
ら
れ
た
隆
帯
が

認
め
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
余
市
式
土
器
で
あ
る
。
70
〜
76
は
横
位

刺
突
列
が
数
段
め
ぐ
る
文
様
が
破
片
全
体
に
加
え
ら
れ
て
い
る
土

器
で
あ
る
。
三
十
稲
場
式
土
器
あ
る
い
は
そ
の
文
様
要
素
が
入
り

込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
71
、
72
・
73
、
75
に
は
、
指
の
爪

の
痕
が
良
好
に
残
っ
て
い
る
。

四　

Ｂ
地
点
出
土
土
器
の
系
統
関
係

以
下
で
は
、
上
記
の
標
本
の
う
ち
、
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の

土
器
の
系
統
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
Ｂ
地
点
出
土
土
器
は

「
－
30
〜
−
55
㎝
」
及
び
そ
の
付
近
の
レ
ベ
ル
が
記
さ
れ
た
ラ
ベ

ル
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
た
破
片
か
ら
復
元
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
そ
れ
ら
は
焼
土
層
よ
り
も
上
部
つ
ま
り
貝
層
の
上
半
に
あ
た

る
部
分
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
円
筒
上
層
式
土
器
、

最
花
Ａ
式
土
器
の
多
く
は
、
そ
れ
よ
り
も
下
の
層
位
か
ら
出
土
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
地
点
出
土
土
器
の
１
、
11
、
46
、
47
に
加
え
ら
れ
て
い
た
、

磨
り
消
し
縄
紋
に
伴
う
沈
線
屈
曲
部
の
扁
平
貼
付
文
や
、
30
〜
39

の
器
形
や
段
・
把
手
の
装
飾
の
特
徴
は
、
編
年
研
究
に
あ
た
っ
て

重
要
な
指
標
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
大
木
10
式
（
新
）
に
も
、

多
く
の
場
合
、
刺
突
文
列
と
と
も
に
、
胴
部
に
同
様
の
貼
付
文

（「
ヒ
レ
状
」「『
ノ
』
字
状
文
」（
森
二
〇
〇
八
、
三
六
六
頁
））
が

認
め
ら
れ
る
た
め
、
前
者
は
、
大
木
10
式
（
新
）
と
の
関
係
が
想

定
で
き
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
大
木
10
式
（
新
）
の
両
耳
付
壺
形

土
器
（
森
二
〇
〇
八
、
三
六
六
頁
）
と
の
関
係
で
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
最
花
Ａ
式
Ⅱ
類
の
系
統
を
引
く
可
能
性
も
あ
る
が
、

そ
の
系
統
下
に
あ
る
大
木
10
式
（
古
）
並
行
の
土
器
は
認
め
ら
れ

な
い
。
Ｂ
地
点
出
土
土
器
は
、
後
期
初
頭
の
大
木
10
式
（
新
）
並

行
の
未
命
名
型
式
が
量
的
に
主
体
を
な
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

一
方
、
大
曲
１
式
と
し
た
24
〜
28
は
、
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
は

採
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
大
木
10
式
（
古
）
の
文
様
モ
チ
ー

フ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
29
も
、
最
花
Ａ
式
の
後
続
型
式
と
考

え
ら
れ
、
大
木
10
式
（
古
）
並
行
で
あ
る
。
こ
う
し
た
若
干
の
大

木
10
（
古
）
式
並
行
の
型
式
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

文
様
帯
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｂ
地
点
出
土
の
大
木
10
式
（
古
）

並
行
の
土
器
に
は
、
Ⅰ
文
様
帯
が
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
大

木
10
式
（
新
）
並
行
の
土
器
に
は
、
10
、
11
に
Ⅰ
文
様
帯
の
「
再
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生
」（
山
内
一
九
六
四
、
一
五
七
頁
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
１
、
2
〜
6
、
7
の
口
縁
部
突
起
付
近
の
装
飾

を
、
Ⅰ
文
様
帯
の
「
再
生
の
萌
」（
山
内
一
九
六
四
、
一
五
七

頁
）
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

最
花
Ａ
式
に
は
、
Ⅰ
文
様
帯
の
残
存
が
特
徴
で
あ
る
が
、
大
木

10
式
（
古
）
並
行
の
大
曲
１
式
や
29
の
未
命
名
型
式
で
は
段
が
認

め
ら
れ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
木
10
式
（
新
）
並
行
の
10

や
11
、
あ
る
い
は
１
、
2
〜
6
、
7
に
お
け
る
痕
跡
的
な
Ⅰ
文
様

帯
は
、
最
花
Ａ
式
か
ら
つ
づ
く
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
成

立
の
背
景
が
課
題
と
な
る
。

先
述
の
と
お
り
、
Ｂ
地
点
出
土
土
器
に
は
、
北
海
道
南
部
の
い

わ
ゆ
る
余
市
式
土
器
と
北
陸
の
三
十
稲
場
式
（
古
）
土
器
と
が
認

め
ら
れ
る
（
註
二
）。
こ
れ
ら
の
型
式
の
存
在
は
、
大
木
10
式

（
新
）
並
行
期
の
東
北
地
方
北
部
の
土
器
型
式
が
、
北
海
道
南
部
、

北
陸
ま
で
の
広
範
囲
に
及
ぶ
、
複
数
の
系
統
と
交
錯
す
る
こ
と
が

可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
余
市
式
土
器
や
三
十
稲
場
式
土
器
の
口
縁
部
に
、
Ⅰ
文
様
帯

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
文
様
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

余
市
式
の
初
段
階
は
、
口
縁
部
に
段
状
の
隆
帯
を
も
つ
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
で
あ
り
（
工
藤
二
〇
〇
八
、
五
二
七
頁
）、
Ｂ
地
点

出
土
の
胴
部
に
文
様
を
も
た
な
い
土
器
に
も
、
類
似
し
た
口
縁
部

隆
帯
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
文
様
を
も
つ
土
器

に
は
こ
の
よ
う
な
段
は
認
め
ら
れ
な
い
。
Ｂ
地
点
の
胴
部
に
文
様

を
も
た
な
い
土
器
は
、
最
花
Ａ
式
の
系
統
以
外
に
、
こ
う
し
た
余

市
式
と
の
関
係
に
よ
り
成
立
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
三
十
稲
場
式
の
深
鉢
形
土
器
は
、
蓋
と
セ
ッ
ト
で
出
土

す
る
こ
と
が
多
く
、
蓋
を
受
け
る
た
め
の
形
状
に
口
縁
部
が
つ
く

り
だ
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
部
の
段
部
と
段
間
を
縦
に
つ
な
ぐ
橋
状

把
手
と
が
特
徴
で
あ
る
。
最
花
貝
塚
遺
跡
か
ら
は
蓋
は
出
土
し
て

い
な
い
も
の
の
、
Ｂ
地
点
か
ら
出
土
し
た
、
口
縁
部
と
胴
部
と
の

間
に
段
部
を
も
つ
土
器
は
、
大
木
10
式
（
新
）
と
の
関
係
の
他
、

三
十
稲
場
式
と
の
関
係
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
大
木
10
式
（
新
）
の
両
耳
付
壺
形
土
器
・
蓋
形
土
器
も
（
森

二
〇
〇
八
、
三
六
六
頁
）、
三
十
稲
場
式
と
の
関
係
で
成
立
し
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
木
10
式
（
古
）
や
大
曲
１
式
、
さ
ら
に
は
加
曾
利
Ｅ
5
式
と
、

Ⅰ
文
様
帯
が
「
消
失
」
あ
る
い
は
非
常
に
痕
跡
的
と
な
る
時
期
に

あ
っ
て
も
、
北
海
道
南
部
や
北
陸
の
型
式
土
器
に
は
、
Ⅰ
文
様
帯

が
継
続
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

近
年
、
三
十
稲
場
式
土
器
は
三
期
に
細
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

「
称
名
寺
式
中
段
階
」、「
称
名
寺
式
中
段
階
か
ら
新
段
階
」、「
称

名
寺
式
最
終
末
か
ら
堀
之
内
１
式
中
段
階
」
に
並
行
す
る
と
さ
れ
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て
い
る
（
石
坂
二
〇
〇
八
）。
し
か
し
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出

土
の
大
木
10
式
（
新
）
並
行
型
式
土
器
は
「
三
十
稲
場
式
2
期
」

（
石
坂
二
〇
〇
八
）
に
比
定
さ
れ
る
土
器
と
の
関
係
が
想
定
で
き

る
た
め
、
石
坂
氏
の
理
解
よ
り
も
時
期
の
遡
る
関
東
地
方
の
型
式

と
三
十
稲
場
式
と
が
並
行
す
る
可
能
性
が
み
え
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
様
帯
を
基
盤
と
し
て
縦
横
の
型
式
連
鎖
の
構

造
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
、

Ｂ
地
点
出
土
土
器
と
最
花
Ａ
式
と
の
関
係
に
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
器
形
に
着
目
す
る
と
、
Ａ
地
点
出
土
Ⅰ
類
土
器
よ
り
も
長
胴

化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
縄
紋
原
体
の
回
転
方
向
と
し
て
、
Ａ

地
点
出
土
土
器
は
基
本
的
に
横
位
回
転
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
Ｂ

地
点
出
土
土
器
に
は
横
位
回
転
や
同
一
個
体
に
縦
〜
横
位
が
混
在

す
る
も
の
な
ど
も
み
ら
れ
る
が
、
縦
位
回
転
の
も
の
が
比
較
的
多

く
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
地
点
出
土
土
器
に
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
磨
り
消
し
縄
紋
手
法
が
、
Ｂ
地
点
出
土
の
文
様
を
も
つ
土

器
の
多
く
に
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
地
点
出
土
土
器
は
固
有
の
製
作
工

程
に
も
と
づ
く
製
作
シ
ス
テ
ム
で
つ
く
ら
れ
た
ひ
と
ま
と
ま
り
の

土
器
と
い
え
た
が
、
Ｂ
地
点
出
土
土
器
か
ら
は
そ
う
し
た
一
定
の

製
作
工
程
は
み
い
だ
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
相
違
点
の
多
い
最
花
貝
塚
遺
跡
Ａ
地
点
出
土
土
器

と
Ｂ
地
点
出
土
土
器
と
で
あ
る
が
、
若
干
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と

に
も
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
細
か
な
技
法

の
特
徴
と
し
て
、
Ｂ
地
点
出
土
土
器
は
い
ず
れ
も
粘
土
紐
は
外
傾

接
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ａ
地
点
出
土
土
器
の
特
徴
で
も
あ
る
。

最
花
貝
塚
遺
跡
Ａ
地
点
か
ら
は
、
製
作
工
程
を
含
め
た
技
法
、

形
態
、
装
飾
に
固
有
の
特
徴
を
も
つ
最
花
Ａ
式
が
、
他
型
式
を
伴

わ
ず
に
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
た
（
安
達
二
〇
〇
九
）。
一
方

で
、
Ｂ
地
点
か
ら
は
、
縄
紋
時
代
後
期
初
頭
の
東
北
地
方
北
部
の

型
式
が
、
並
行
期
の
北
海
道
南
部
の
型
式
の
み
な
ら
ず
北
陸
の
型

式
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
他
地
域
の
型
式
に
比
定
で
き
る
土
器
を
除
い
て
も
、
Ｂ

地
点
出
土
土
器
の
特
徴
に
は
、
最
花
Ａ
式
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
斉

一
性
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
種
々
の
、
主
に
視
覚
的
要
素
に
、
複

数
の
地
域
の
型
式
土
器
の
系
統
の
交
錯
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｂ
地
点
か
ら
は
、
最
花
Ａ
式
か
ら
の
要
素
を
細
々
と
引
き
継
い

だ
型
式
、
北
海
道
南
部
、
東
北
地
方
中
南
部
、
北
陸
の
各
並
行
型

式
と
、
多
く
の
型
式
の
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た
文
様
を
も
つ
土
器

が
出
土
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
最
花
貝
塚
だ
け
で
な
く
、

こ
の
時
期
の
周
辺
遺
跡
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た

広
域
に
わ
た
る
複
数
の
系
統
の
交
錯
に
よ
り
型
式
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
土
器
型
式
編
年
研
究
が
混
乱
し
て
い
た

要
因
の
一
つ
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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つ
ま
り
縄
紋
時
代
中
期
最
末
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の
下
北

半
島
で
は
、
広
い
範
囲
に
わ
た
る
地
域
間
流
通
の
活
性
化
が
想
定

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
期
最
末
│
後
期
初
頭
の
広
範

囲
に
及
ぶ
系
統
の
交
錯
に
つ
い
て
は
、
日
本
列
島
レ
ベ
ル
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
一
部
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

関
東
よ
り
西
側
で
は
中
津
式
（
千
葉
二
〇
〇
四
）、
関
東
で
は
称

名
寺
式
の
展
開
が
あ
り
（
加
納
一
九
八
六
、
鈴
木
徳
一
九
九
三
）、

三
十
稲
場
も
関
東
か
ら
東
北
に
展
開
す
る
（
阿
部
二
〇
一
二
）。

今
回
、
大
曲
１
式
や
、
そ
れ
に
つ
づ
く
未
命
名
の
諸
型
式
の
展
開

を
整
理
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
北
地
方
北
部
に
お
い
て
も
、
そ
う

し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
系
統
の
交
錯
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き

た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
、
三
十
稲
場
式
と
余
市
式
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
多
系
統
の
交
錯
す
る
時
期
に
あ
っ
て

は
、
人
工
物
に
特
有
の
横
の
〝
系
統
〟
関
係
に
一
層
の
注
意
を
向

け
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

土
器
型
式
編
年
研
究
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
全
体
と
の
関

連
を
問
い
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
く

に
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
の
型
式
の
系
統
が
交
錯
す
る
縄
紋
時
代

中
期
末
│
後
期
初
頭
の
研
究
に
お
い
て
は
、
隣
接
地
域
の
み
な
ら

ず
全
国
の
各
地
の
型
式
序
列
と
の
対
比
を
可
能
に
す
る
全
体
を
見

る
眼
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
、
よ
り
一
層
広
範
囲

の
土
器
型
式
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
方
、
こ
う
し
た
型
式
編
年
整
備
と
と
も
に
、
居
住
、
生
業
な

ど
人
間
の
諸
活
動
形
態
の
変
遷
を
具
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
青
森
県
内
に
お
い
て
は
、
後
期
に

お
け
る
「
集
落
規
模
の
縮
小
と
分
散
」
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
関
根
二
〇
一
三
）（
註
三
）。
下
北
半
島
に
所
在
す
る
最
花
貝
塚

遺
跡
は
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
継
続
し
た
、
比
較
的
稀
有
な

集
落
遺
跡
で
あ
る
が
、
土
器
か
ら
み
る
と
、
単
純
に
継
続
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
東
北
地
方
南
部
や
北
陸
さ
ら
に
は
北

海
道
南
部
ま
で
広
域
に
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
集
落
の
継
続
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
か
の
解

明
が
重
要
な
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
津
軽
半
島
に
所
在
す
る
中
の
平
遺
跡
で
は
、

中
期
後
葉
か
ら
後
期
初
頭
へ
の
集
落
の
継
続
が
認
め
ら
れ
な
い
。

中
期
後
葉
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の
最
花
貝
塚
遺
跡
か
ら
は
住

居
址
や
貝
塚
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
土
器
・
石
器
の
他
に
土

錘
や
キ
ノ
コ
型
土
製
品
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
中
期
後
葉
の
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第
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学
部
創
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二
五
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分
冊
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五
九
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中
の
平
遺
跡
か
ら
は
そ
う
し
た
遺
構
や
遺
物
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
。
下
北
半
島
を
中
心
に
分
布
す
る
最
花
Ａ
式
土
器
出
土
遺
跡
と

津
軽
半
島
中
心
の
中
の
平
Ⅲ
式
土
器
出
土
遺
跡
と
に
認
め
ら
れ
る

居
住
・
生
業
シ
ス
テ
ム
の
差
と
、
集
落
の
継
続
性
に
は
、
当
然
な

ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
土
器
型
式
に
み
ら
れ
た
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
加

味
す
る
こ
と
で
、
土
器
型
式
の
研
究
と
居
住
・
生
業
シ
ス
テ
ム
の

研
究
と
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

長
年
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
、
慶
應
義
塾
大
学
民
族
学
考
古
学
研
究

室　

安
藤
広
道
先
生
、
佐
藤
孝
雄
先
生
、
杉
本
智
俊
先
生
、
山
口
徹

先
生
に
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
多
く
の

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所　

羽
生
淳
子
先

生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
下
記
の
方
々
に
ご
協
力
、
ご
助

言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

安
齋
正
人
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
）、
佐
藤
雅
一
（
津
南
町
教
育
委

員
会
）、
小
林
徳
（
長
岡
市
教
育
委
員
会
）

註（一
）　

最
近
で
は
「
大
曲
１
式
」
土
器
を
含
む
か
た
ち
で
、
中
期
末
か

ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
型
式
比
定
の
困
難
な
土
器
は
一
括
し
て
、

「
大
木
10
式
併
行
土
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
小
保
内
二
〇
〇
八
）。

「
大
木
10
式
併
行
土
器
」
の
な
か
に
は
、
主
に
馬
淵
川
・
新
井
田
川

流
域
の
二
つ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
大
木
10
式
」
土
器
が
、
そ

れ
ぞ
れ
「
古
相
」、「
新
相
」
と
し
て
提
示
さ
れ
、「
中
相
」
と
し
て
、

陸
奥
湾
南
岸
お
よ
び
津
軽
半
島
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
示

さ
れ
て
い
る
。
諸
型
式
土
器
の
各
形
質
の
時
期
的
変
遷
が
、
他
地

域
の
型
式
序
列
と
の
対
比
と
と
も
に
、
十
分
検
討
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
地
域
差
が
時
期
差
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）　

三
十
稲
場
式
土
器
は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
本
例
が
最

北
の
出
土
事
例
と
な
る
。
た
だ
し
北
海
道
に
目
を
向
け
れ
ば
、
知

内
町
湯
ノ
里
１
遺
跡
や
、
戸
井
町
戸
井
貝
塚
遺
跡
な
ど
い
く
つ
か

の
南
部
の
遺
跡
か
ら
も
、
三
十
稲
場
式
と
同
様
あ
る
い
は
類
似
の

刺
突
文
列
を
も
つ
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

（
三
）　

後
期
に
お
け
る
集
落
の
立
地
場
所
が
「
低
地
か
ら
山
間
部
ま
で

拡
大
」
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

引
用
・
参
考
文
献

阿
部
昭
典　

二
〇
一
二
「
縄
文
後
期
初
頭
に
お
け
る
集
落
構
造
・
住

居
形
態
の
変
容
と
地
域
間
関
係
」『
三
十
稲
場
式
土
器
文
化
の
世

界
』　

新
潟
県
・
津
南
町
教
育
委
員
会
、
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協

議
会　

七
九
│
九
〇
頁

安
達
香
織　

二
〇
〇
九
「
青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ａ
地
点
出
土
土
器

の
分
析
」『
東
日
本
先
史
時
代
土
器
編
年
に
お
け
る
標
式
資
料
・
基

準
資
料
の
基
礎
的
研
究
』
平
成
一
八
│
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
代
表 

安
藤
広
道
）　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室　

一
〇
│
二
九
頁
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地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
九
七
（
五
九
七
）　

安
達
香
織　

二
〇
一
三
「
縄
紋
土
器
の
技
法
と
型
式
│
最
花
貝
塚

遺
跡
Ａ
地
点
出
土
土
器
の
製
作
工
程
」『
古
代
文
化
』
第
六
五
巻
第

二
号　

財
団
法
人
古
代
学
協
会　

一
四
│
三
四
頁

安
達
香
織　

二
〇
一
四
「
文
様
の
構
造
と
系
統
か
ら
み
た
東
北
地
方

北
部
縄
紋
時
代
中
期
後
半
の
土
器
型
式
編
年
」『
古
代
』
第
一
三
二

号　

早
稲
田
大
学
考
古
学
会　

一
│
二
五
頁

安
達
香
織
・
安
藤
広
道　

二
〇
〇
九
「
最
花
貝
塚
遺
跡
の
調
査
と
最

花
式
土
器
」『
東
日
本
先
史
時
代
土
器
編
年
に
お
け
る
標
式
資
料
・

基
準
資
料
の
基
礎
的
研
究
』
平
成
一
八
│
二
〇
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
代
表 

安
藤
広
道
）　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室　

一
〇
一
│
一
一

一
頁

安
斎
正
人　

二
〇
一
二
『
気
候
変
動
の
考
古
学
』　

同
成
社

安
斉
正
人
監
修　

二
〇
一
二
『
東
北
地
方
に
お
け
る
中
期
／
後
期
変

動
期
：
4
・
3 

ka
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
考
古
学
現
象
①
』　

東
北
芸

術
工
科
大
学

安
斎
正
人
監
修　

二
〇
一
三
『
関
東
甲
信
越
地
方
に
お
け
る
中
期
／

後
期
変
動
期
：
4
・
3

ka
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
考
古
学
現
象
③
』　

東
北
芸
術
工
科
大
学

安
藤
広
道　

二
〇
〇
九
「
最
花
貝
塚
遺
跡
1
9
6
4
年
発
掘
調
査
の

概
要
」、『
東
日
本
先
史
時
代
土
器
編
年
に
お
け
る
標
式
資
料
・
基

準
資
料
の
基
礎
的
研
究
』
平
成
一
八
│
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
代
表 

安
藤
広
道
）　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室　

五
│
九
頁

石
坂
圭
介　

二
〇
〇
八
「
三
十
稲
場
式
土
器
」『
総
覧　

縄
文
土
器
』　

ア
ム
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

六
一
八
│
六
二
五
頁

江
坂
輝
彌　

一
九
五
八
「
余
白
録
古
い
ノ
ー
ト
か
ら
│
青
森
県
下
北

半
島
最
花
貝
塚
の
調
査
日
誌
よ
り
│
」『
石
器
時
代
』
第
五
号　

石

器
時
代
文
化
研
究
会　

六
八
頁

江
坂
輝
弥　

一
九
六
九
「
青
森
県
む
つ
市
最
花
貝
塚
」『
日
本
考
古
学

年
報
』
第
一
七
号　

誠
文
堂
新
光
社　

七
六
頁

小
保
内
裕
之　

二
〇
〇
八
「
陸
奥
大
木
系
土
器
（
榎
林
式
・
最
花

式
・
大
木
10
式
併
行
土
器
）」『
総
覧　

縄
文
土
器
』　

ア
ム
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン　

三
六
八
│
三
七
五
頁

金
子
浩
昌　

一
九
六
七
「
下
北
半
島
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
漁
業
活

動
」『
下
北-

自
然
・
文
化
・
社
会
│
』　

平
凡
社　

一
一
七
│
一

二
八
頁

金
子
浩
昌
・
牛
沢
百
合
子
・
橘
善
光
・
奈
良
正
義　

一
九
七
八
「
最

花
貝
塚
第
１
次
調
査
報
告
」『
む
つ
市
文
化
財
調
査
報
告
』
第
四
集　

む
つ
市
教
育
委
員
会　

一
│
五
二
頁

金
子
浩
昌
・
橘
善
光
・
奈
良
正
義　

一
九
八
三
「
最
花
貝
塚
第
３
次

調
査
報
告
」『
む
つ
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
九
集　

む
つ
市
教

育
委
員
会　

三
六
│
一
六
八
頁

加
納
実　

一
九
八
六
「
中
津
貝
塚
出
土
土
器
の
抱
え
る
問
題
点
」『
千

葉
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
連
絡
誌
』
第
一
八
巻　

六
│
一

三
頁

工
藤
研
治　

二
〇
〇
八
「
北
筒
式
土
器
」『
総
覧　

縄
文
土
器
』　

ア

ム
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

五
二
二
│
五
二
九
頁

小
林
達
雄
監
修　

二
〇
一
二
『
三
十
稲
場
式
土
器
文
化
の
世
界
』　

新

潟
県
・
津
南
町
教
育
委
員
会
、
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

佐
々
木
守　

一
九
五
一
「
下
北
半
島
先
史
文
化
綜
合
出
掘
調
査
」『
み

ち
の
く
』
第
三
号　

県
立
大
湊
高
等
学
校
考
古
学
部
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四
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文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
五
九
八
）　

鈴
木
克
彦　

一
九
七
五
「
中
の
平
遺
跡
に
お
け
る
円
筒
土
器
以
後
の

編
年
的
考
察
」『
中
の
平
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　

青
森
県
教
育

委
員
会　

一
七
八
│
一
八
九
頁

鈴
木
克
彦　

一
九
九
四
「
大
曲
１
式
土
器
」『
縄
文
時
代
研
究
事
典
』　

東
京
堂　

二
四
〇
頁

鈴
木
克
彦　

一
九
九
八
「
東
北
地
方
北
部
の
縄
文
中
期
後
半
の
土

器
」『
研
究
紀
要
』
第
三
号　

青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

一
│
五
六
頁

鈴
木
克
彦　

二
〇
〇
一
『
北
日
本
の
縄
文
後
期
土
器
編
年
の
研
究
』　

雄
山
閣
出
版

鈴
木
克
彦　

二
〇
一
三
『
北
日
本
縄
文
後
期
土
器
集
成
』　

弘
前
学
院

出
版
会

鈴
木
徳
雄　

一
九
九
三
「
称
名
寺
式
の
変
化
と
中
津
式
│
型
式
間
交

渉
の
一
過
程
│
」『
縄
文
時
代
』
第
四
号　

縄
文
時
代
文
化
研
究
会　

二
一
│
五
一
頁

関
根
達
人　

二
〇
一
三
「
津
軽
の
縄
文
時
代
│
亀
ヶ
岡
文
化
を
中
心

に
│
」『
日
本
第
四
紀
学
会
講
演
要
旨
集
』
第
四
三
号　

第
四
紀
学

会　

一
五
八
│
一
五
九
頁

高
橋
潤　

一
九
八
八
「
北
部
東
北
地
方
の
縄
文
中
期
終
末
に
於
け
る

土
器
編
年
試
案
（
１
）」『
撚
糸
文
』
青
森
県
山
田
高
等
学
校
考
古

学
研
究
部　

二
二
│
二
七
頁

橘
善
光　

一
九
九
四
「
縄
文
時
代
中
期
最
花
貝
塚
の
時
代
」『
む
つ
市

史
原
始
・
古
代
・
中
世
編
』　

む
つ
市　

一
五
六
│
二
八
一
頁

橘
善
光
編　

一
九
八
六
『
最
花
貝
塚
第
４
次
調
査
報
告
』　

む
つ
市
教

育
委
員
会

橘
善
光
・
奈
良
正
義　

一
九
八
〇
「
最
花
貝
塚
第
２
次
調
査
報
告
」

『
む
つ
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
集　

む
つ
市
教
育
委
員
会　

一
│
七
二
頁

千
葉
豊　

二
〇
〇
四
「
中
津
式
│
研
究
史
と
課
題
│
」『
中
津
式
の
成

立
と
展
開
』　

中
国
四
国
縄
文
研
究
会　

七
三
│
八
四
頁

成
田
滋
彦　

一
九
八
四
「
東
北
北
部
の
大
木
10
式
土
器
の
周
辺
│
青

森
県
の
事
例
を
中
心
に
│
」『
奥
南
』
第
三
号　

奥
南
考
古
学
会　

一
九
│
三
二
頁

松
島
義
章
・
奈
良
正
義　

一
九
八
八
「
下
北
半
島
田
名
部
平
野
沖
積

層
か
ら
産
出
し
た
貝
殻
の
Ｃ
14
年
代
と
そ
れ
に
関
す
る
問
題
」『
神

奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
号　

神
奈
川
県
立
博
物
館　

五
七
│
七
二
頁

松
原
彰
子　

二
〇
〇
六
『
自
然
地
理
学
』　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

松
本
秀
明　

一
九
八
四
「
海
岸
地
形
に
み
ら
れ
る
浜
堤
列
と
完
新
世

後
期
の
海
水
準
微
変
動
」『
地
理
学
評
論
．
Ｓ
ｅ
ｒ
．
Ａ
』
第
五
七

巻
第
一
〇
号　

日
本
地
理
学
会　

七
二
〇
│
七
三
八
頁

村
越
潔　

一
九
七
四
「
第
四
章 

円
筒
土
器
の
型
式
と
編
年　

第
三
節 

円
筒
上
層
式
土
器
、
第
四
節 

円
筒
上
層
式
直
後
の
土
器
」『
円
筒

土
器
文
化
』　

雄
山
閣　

九
三
│
一
二
三
頁

森
幸
彦　

二
〇
〇
八
「
大
木
９
・
10
式
土
器
」『
総
覧　

縄
文
土
器
』　

ア
ム
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

三
六
〇
│
三
六
七
頁

柳
澤
清
一　

二
〇
〇
六
『
縄
紋
時
代
中
・
後
期
の
編
年
学
研
究
│
列

島
に
お
け
る
小
細
別
編
年
網
の
構
築
を
め
ざ
し
て
│
』　

平
電
子
印

刷
所

山
内
淸
男　

一
九
二
八
「
下
総
上
本
郷
貝
塚
」『
人
類
學
雜
誌
』
第
四

三
巻
第
一
〇
号　

東
京
人
類
學
會　

四
六
三
│
四
六
四
頁

山
内
淸
男　

一
九
二
九
「
關
東
北
に
於
け
る
纎
維
土
器
」『
史
前
學
雜



青
森
県
最
花
貝
塚
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
の
縄
紋
土
器

五
九
九
（
五
九
九
） 

誌
』
第
一
巻
第
二
号　

史
前
學
會　

一
│
三
〇
頁

山
内
淸
男　

一
九
三
〇
「
斜
行
繩
紋
に
關
す
る
二
三
の
觀
察
」『
史
前

學
雜
誌
』
第
二
巻
第
三
号　

史
前
學
會　

一
三
│
二
五
頁

山
内
淸
男　

一
九
三
二
「
日
本
遠
古
之
文
化
│
一　

繩
紋
土
器
文
化

の
眞
相
│
」『
ド
ル
メ
ン
』
第
一
巻
第
四
号　

岡
書
院　

四
〇
│
四

三
頁

山
内
淸
男　

一
九
三
六
「
日
本
考
古
學
の
秩
序
」『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
第

一
巻
第
四
号　

甲
野
勇
・
東
條
英
治　

一
│
一
〇
頁

山
内
淸
男　

一
九
三
七
「
繩
紋
土
器
型
式
の
細
別
と
大
別
」『
先
史
考

古
學
』
第
一
巻
第
一
号　

先
史
考
古
學
會　

二
九
│
三
二
頁

山
内
清
男　

一
九
六
四
「
縄
文
式
土
器
・
総
論　

Ⅴ
文
様
帯
系
統

論
」『
縄
文
式
土
器
』
日
本
原
始
美
術
第
一
巻　

講
談
社　

一
五
七

│
一
五
八
頁


